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Ⅰ　 募集対象科・ 定員（ 普通課程） ※１

※１ 　 各科と も 修業年限は２ 年間です。

Ⅱ　 受け入れ方針

建築科

　 木造住宅建築を 中心と し た実践的教育訓練に取り 組む中で、 建築業界で活躍する ために必要な技

術・ 技能を 習得し て、 各種技術・ 技能者、 施工管理者（ 現場監督）、 設計技術者と し ての就職を 目指

す方を 次の方針によ り 求めま す。

○　 相手の話を理解し て、 自分が伝えたいこ と を表現でき る 。

○　 建築を 学ぶ上で最低限度必要と なる 計算力を有する 。

○　 教育訓練の内容・ 特色に興味がある 。

○　 建築に関する 技術・ 技能を 学び、 建築業界で働く 意欲がある 。

電気配管設備科

　 電気設備、 建築配管設備に関する 分野において、 建築設備業や製造業に求めら れる 知識や技術の

習得及び、 各種資格取得のみなら ず、 企業人と し て働く ために必要なコ ミ ュ ニケーショ ン能力や問

題解決能力を 備えた技術者と し て活躍する こ と を目指す方を 次の方針によ り 求めま す。

○　 相手の話を理解し て、 自分が伝えたいこ と を表現でき る 。

○　 高等学校ま でに習得すべき 基礎的な学力を も ち、 自ら 積極的に粘り 強く 学ぶ意欲がある 。

○　 建築設備業等で必要と さ れる 資格を 積極的に取得し よ う と する 明確な目標と 意欲がある 。

自動車整備科

　 二級自動車整備士養成施設（ 卒業後実技試験免除） である 本科において、 車両検査整備・ 故障原

因探究等の知識・ 技術を 習得し て、 二級自動車整備士試験に合格でき る 知識と 接客力を 身に付けて

自動車整備士と し て活躍する こ と を目指す方を 次の方針によ り 求めま す。

○　 相手の話を理解し て、 自分が伝えたいこ と を表現でき る 。

○　 高等学校ま でに習得すべき 基礎的な学力を も ち、 自ら 積極的に粘り 強く 学ぶ意欲がある 。

○　 自動車や機械の仕組み等に興味があり 、 自動車整備士と し て働く 意欲がある 。

テ クノ ア カ デミ ー郡 山

職 業 能 力 開 発 校

テ クノ ア カ デミ ー 会 津

職 業 能 力 開 発 校

テ ク ノ ア カ デ ミ ー 浜

職 業 能 力 開 発 校

　 科 　 名 　 定　 員 　 科 　 名 　 定　 員 　 科 　 名 　 定　 員

建 築 科 20 名

電気配管設備科 30 名
機 械 技 術 科 15 名

自 動 車 整 備 科 20 名

自 動 車 整 備 科 20 名
建 築 科 15 名

計 20 名 計 50 名 計 50 名
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機械技術科

　 も のづく り に必要な設計、 加工（ 切削・ 研削・ 溶接）、 測定・ 検査における 知識・ 技術・ 技能を

習得し 、 設計から 加工（ 切削・ 研削・ 溶接）、 測定・ 検査ま で一貫し たモノ づく り ができ る 実践的

な技術者を 目指す方を 次の方針によ り 求めま す。

○　 相手の話を理解し て、 自分が伝えたいこ と を表現でき る 。

○　 基礎学力を有し 、 自ら 積極的に学ぶ意欲がある 。

○　 モノ づく り に興味があり 、 製造業界で働く 意欲がある 。

○　 芯が強く 何事にも 最後ま で諦めずにやり 通すこ と ができ る 。

Ⅲ　 入学試験日程

※２

試 験 日 合 格 発 表
※２

出 願 期 間 入学手続き 期間

推薦入学試験

（ 学校推薦型選抜）

令和 ５年

９月19日 ㈫

～

９月29日 ㈮

最終日正午必着

10月 6 日 ㈮ 10月13日 ㈮
10月16日 ㈪

～

10月20日 ㈮

推薦入学試験

（ 総合型選抜）

10月23日 ㈪

～

10月31日 ㈫

最終日正午必着

11月 7 日 ㈫ 11月13日 ㈪
11月14日 ㈫

～

11月20日 ㈪

※３ 11月29日 ㈬

～

12月 8 日 ㈮

最終日正午必着

12月15日 ㈮ 12月20日 ㈬
12月21日 ㈭

～

12月27日 ㈬

一般入学試験

 （ １ 　 　 次）

※３

令和 6 年

1 月15日 ㈪

～

1 月26日 ㈮

最終日正午必着

2 月 2 日 ㈮ 2 月 7 日 ㈬
2 月 8 日 ㈭

～

2 月16日 ㈮

一般入学試験

 （ ２ 　 　 次）

※３ 2 月26日 ㈪

～

3 月14日 ㈭

最終日正午必着

3 月21日 ㈭ 3 月25日 ㈪
3 月26日 ㈫

～

3 月29日 ㈮

一般入学試験

 （ ３ 　 　 次）

※２ 　 ただし 、 土曜日、 日曜日、 祝日は除き ま す。

※３ 　 一般入学試験（ １ 次・ ２ 次・ ３ 次） は、 入学予定者数が定員を満たし ていない場合

に実施し ます。

　 　 　 実施については、 各校のホームページ等でお知ら せし ます。

注） 感染症の流行や災害の影響によ っ て試験の日程が変更になる 際は、 各校のホーム ペー

ジ等でお知ら せし ま す。
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Ⅳ　 推薦入学試験（ 学校推薦型選抜）

１ 　 募集対象科

　 テク ノ アカデミ ー郡山職業能力開発校、テク ノ アカデミ ー会津職業能力開発校、テク ノ アカデミ ー

浜職業能力開発校の各科と し ま す。

２ 　 募 集 人 員

　 各科定員の70％程度と し ま す。

３ 　 出 願 要 件

　 以下の⑴と ⑶又は⑵と ⑶を満たすこ と 。

⑴ 　 令和６ 年３ 月ま でに、 学校教育法によ る 高等学校又は中等教育学校を 卒業見込みの者で入学後

の学業について十分成果が期待でき 、 学校長が責任をも っ て推薦でき る 者。

⑵ 　 令和６ 年３ 月ま でに、 専修学校の高等課程（ 修業年限が３ 年以上である こ と など 、 文部科学大

臣が定める 基準を 満たすも のに限る 。） で文部科学大臣が別に指定する も のを 修了（ 文部科学大臣

が定める 日以後の修了） 見込みの者で、 入学後の学業について十分成果が期待でき 、 学校長が責

任を も っ て推薦でき る 者。

⑶　 最終学年の１ 学期又は前期ま での全体の評定平均値の下限を 3.0と する 。

４ 　 出 願 手 続

　 ⑴　 出 願 書 類

　 　 ・ 入学願書（ 様式第１ 号（ その１ ））（ 福島県収入証紙貼付のこ と ） 注１ 、 注２ 、 注３

　 　 ・ 推薦書（ 様式第２ 号）

　 　 ・ 調査書（ 進学用）

　 　  　 長形３ 号（ 横120×縦235㎜） の封筒に本人の住所、 氏名、 郵便番号及び「 簡易書留」 と 記載の

上、 切手404円分（ 簡易書留320円と 郵便料金84円） を貼り 付けて、 提出し てく ださ い｡

　 　 　 注１  ） 第２ 希望がある 場合には記載し てく ださ い。 ただし 、 同一校同一課程の場合のみ認めま

す。

　 　 　 注２  ） 入学願書には、 入学検定料と し て、 2,200円分の「 福島県収入証紙」 を 貼り 付けてく ださ

い。 ただし 、「 福島県収入証紙」 には消印を し ないでく ださ い。

　 　 　 　 　  　 学費負担者が激じ ん災害に対処する ための特別の財政援助等に関する 法律第２ 条第１ 項

の激じ ん災害（ 入学検定料の納入期限前一年以内に指定さ れたも のに限る 。） によ り 損害を

受けた場合は入学検定料が免除さ れる 場合があり ま すので、 事前に各校にお問い合わせく

ださ い。

　 　 　 注３ ） 入学願書受理後はいかなる 理由があっても 入学検定料は返還し ま せん。
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　 ⑵　 出 願 期 間

ア　 受付時間は午前９ 時から 午後５ 時ま でと し 、 出願最終日は午前９ 時から 正午までと し ま す。  

（ ただし 、 土曜日、 日曜日およ び祝日は除く 。）

イ 　 郵送によ る 場合は、 簡易書留と し 、 出願最終日の正午必着
4 4

と し ま す。

　 ⑶　 出　 願　 先

　 　 　 出願者は、 出願先の各校長に出願し てく ださ い。（ 宛先は13ページ参照）

　 ⑷　 受験票の発送

　 　 　 受験票は、 簡易書留で出願者あてに発送し ます。

⑸　 受験上特別な配慮（ 骨折等によ る 車椅子の使用等） を 必要と する 場合は、 事前に御連絡く ださ

い。

５ 　 入学者選抜方法

　 ⑴　 試　 験　 日

　 ⑵　 試 験 会 場

　 　 　 出願先の各校において実施し ま す。

　 ⑶　 試験方法及び時間割

　 各校長は、 以下のア、 イ によ る 選考を行い、 能力・ 適性等を 総合的に判断し 、 合格者を 決定し

ま す。

　 　 ア　 提出さ れた推薦書及び調査書等に基づく 書類選考（ 配点30点）

　 　 イ 　 面接試験（ 配点120点）

　 　 ウ　 時 間 割

　 ⑷　 受験上の注意事項

ア　 受験票は必ず持参し 、 受付終了時刻ま でに指定会場へ入室し てく ださ い。

イ 　 上履き を持参し てく ださ い。（ テク ノ アカデミ ー浜職業能力開発校は不要です。）

ウ 　 公共交通機関の遅延によ り 受付時間に間に合わない場合は、 受付終了時刻ま でに、 受験校に

遅刻する 旨の連絡を し てく ださ い。 申し 出によ り 、 試験開始時間を 遅ら せる 場合があり ま す。

エ　 学校保健安全法で出席の停止が定めら れている 感染症に罹患し 治癒し ていない方や当日発熱

がある 方は、 他の受験者への感染の恐れがある ため、 当日の受験を 控えてく ださ い。

令和 5 年 ９月1９日㈫～ ９月2９日㈮

令和 5 年10月 6 日㈮

午前の部 午後の部

受 付 時 間 8 時30分 ～  8 時45分 13時00分 ～ 13時15分

受 験 上 の 注 意 8 時50分 ～  ９時00分 13時20分 ～ 13時30分

面 接 試 験 ９時00分 ～ 12時00分 13時30分 ～ 　 　 　 　
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６ 　 合 格 発 表

　 　 出願先の各校玄関及びホーム ページに合格者の受験番号を 掲示し ま す。（ 午前10時以降）

　 　 ま た、 合格者本人へは簡易書留で合格通知書及び入学確約書を 郵送し ま す。

７ 　 入 学 手 続

　 ⑴　 手 続 期 間

　 　 　 締め切り 日必着
4 4

と し ま す。

　 　 　 持参する 場合は、 午前９ 時から 午後５ 時ま でと し ま す。

　 ⑵　 提 出 書 類　 　 入学確約書１ 通

　 ⑶　 提　 出　 先　 　 合格先の各校長

　 合格者のう ち、 入学を 辞退する 者は、 入学辞退届（ 届出様式については各校に問い合わせてく だ

さ い。） によ り 入学手続期間中に合格先の各校長に届け出てく ださ い。

Ⅴ　 推薦入学試験（ 総合型選抜）

１ 　 募集対象科

　 テク ノ アカデミ ー郡山職業能力開発校、テク ノ アカデミ ー会津職業能力開発校、テク ノ アカデミ ー

浜職業能力開発校の各科と し ま す。

２ 　 募 集 人 員

　 各科定員から 推薦入学試験（ 学校推薦型選抜） 合格者数を 除いた人数と し 、 推薦入学試験（ 学校

推薦型選抜） 合格発表日に各校のホーム ページに公表し ま す。

３ 　 出 願 要 件

　 　 ⑴又は⑵を 満たす者と し ま す。

　 ⑴　 新規卒業等予定者は、 アと ウ 又はイ と ウ を 満たすこ と 。

ア　 令和６ 年３ 月ま でに、 学校教育法によ る 高等学校又は中等教育学校を卒業見込みの者で、 入

学後の学業について十分成果が期待でき 、 本校を 第一志望と し て入学を志す者。

イ 　 令和６ 年３ 月ま でに、 専修学校の高等課程（ 修業年限が３ 年以上である こ と など 、 文部科学

大臣が定める 基準を 満たすも のに限る 。） で文部科学大臣が別に指定する も のを修了（ 文部科学

大臣が定める 日以後の修了） 見込みの者で、 入学後の学業について十分成果が期待でき 、 本校

を 第一志望と し て入学を志す者。

ウ 　 各科で掲げる 受け入れ方針に合致し ている こ と 。

令和 5 年10月13日㈮

令和 5 年10月16日㈪～10月20日㈮
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　 ⑵　 ⑴以外の者（ 企業等に在職のま ま 入学を 希望する 者を 含む。） は、 アと イ を 満たすこ と 。

ア　 平成17年４ 月１ 日以前に生ま れた者で、 かつ、 高等学校若し く は中等教育学校を 卒業し た者

又は同等以上の学力を 有する と 認めら れる 者で、 入学後の学業について十分成果が期待でき 、

本校を 第一志望と し て入学を 志す者。

イ 　 各科で掲げる 受け入れ方針に合致し ている こ と 。

４ 　 出 願 手 続

　 ⑴　 出願書類（ ○印は必要な書類を表す｡）

新規卒業等予定者
左 記 以 外 の 者

 （ 注６ ）

入学願書（ 様式第１ 号（ その１ ））
（ 福島県収入証紙貼付のこ と ）

○
 （ 注１ 、 注２ 、 注３ ）

○
 （ 注１ 、 注２ 、 注３ ）

調　 査　 書　  （ 進学用） ○

自己推薦書　  （ 様式第12号） ○ ○

卒業証明書　  （ 最終学校のも の） ○

成績証明書　  （ 最終学校のも の） 　 　 　 　 ○（ 注４ ）

返信用封筒　  （ 切手貼付のこ と ） 　 　 　 　 ○（ 注５ ） 　 　 　 　 ○（ 注５ ）

注１ ） 第２ 希望がある 場合には記載し てく ださ い。 ただし 、 同一校同一課程の場合のみ認めま

す。

注２ ） 入学願書には、 入学検定料と し て、 2,200円分の「 福島県収入証紙」 を 貼り 付けてく ださ

い。 ただし 、「 福島県収入証紙」 には消印を し ないでく ださ い。

　 　  　 学費負担者が激じ ん災害に対処する ための特別の財政援助等に関する 法律第２ 条第１ 項

の激じ ん災害（ 入学検定料の納入期限前一年以内に指定さ れたも のに限る 。） によ り 損害を

受けた場合は入学検定料が免除さ れる 場合があり ま すので、 事前に各校にお問い合わせく

ださ い。

注３ ） 入学願書受理後はいかなる 理由があっ ても 入学検定料は返還し ま せん。

注４ ） 卒業後５ 年以上経過し て取得でき ない場合は、 出願先の各校にお問い合わせく ださ い。

注５ ） 長形３ 号（ 横120×縦235㎜） の封筒に本人の住所、 氏名、 郵便番号及び「 簡易書留」 と

記載の上、 切手404円分（ 簡易書留320円と 郵便料金84円） を貼り 付けて、 提出してく ださ い｡

注６ ） 上記「 ３ 　 出願要件⑵」 で、「 高等学校若し く は中等教育学校を 卒業し た者又は同等以上

の学力を有すると 認めら れる者」 に該当する 場合は、 それを証明し 、 又は判定する こ と が

でき る 書類も 提出し てく ださ い。
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　 ⑵　 出 願 期 間

ア　 受付時間は午前９ 時から 午後５ 時ま でと し 、 出願最終日は午前９ 時から 正午までと し ま す。  

（ ただし 、 土曜日、 日曜日は除く 。）

イ 　 郵送によ る 場合は、 簡易書留と し 、 出願最終日の正午までに必着
4 4

と し ま す。

　 ⑶　 出　 願　 先

　 　 　 出願者は、 出願先の各校長に出願し てく ださ い。（ 宛先は13ページ参照）

　 ⑷　 受験票の発送

　 　 　 受験票は、 簡易書留で出願者あてに発送し ます。

⑸　 受験上特別な配慮（ 骨折等によ る 車椅子の使用等） を 必要と する 場合は、 事前に御連絡く ださ

い。

５ 　 入学者選抜方法

　 ⑴　 試　 験　 日

　 ⑵　 試 験 会 場

　 　 　 出願先の各校において実施し ま す。

　 ⑶　 試験方法及び時間割

　 　  　 各校長は、 以下のア、 イ によ る 選考を行い、 能力・ 適性等を 総合的に判断し 、 合格者を 決定し

ま す。

　 　 ア　 提出さ れた推薦書及び調査書等に基づく 書類選考（ 配点30点）

　 　 イ 　 面接試験（ 配点120点）

　 　 ウ　 時　 間　 割

　 ⑷　 受験上の注意事項

ア　 受験票は必ず持参し 、 受付終了時刻ま でに指定会場へ入室し てく ださ い。

イ 　 上履き を持参し てく ださ い。（ テク ノ アカデミ ー浜職業能力開発校は不要です。）

ウ 　 公共交通機関の遅延によ り 受付時間に間に合わない場合は、 受付終了時刻ま でに、 受験校に

遅刻する 旨の連絡を し てく ださ い。 申し 出によ り 、 試験開始時間を 遅ら せる 場合があり ま す。

エ　 学校保健安全法で出席の停止が定めら れている 感染症に罹患し 治癒し ていない方や当日発熱

がある 方は、 他の受験者への感染の恐れがある ため、 当日の受験を 控えてく ださ い。

令和 5 年10月23日㈪～10月31日㈫

令和 5 年11月 7 日㈫

午前の部 午後の部

受 付 時 間 8 時30分 ～  8 時45分 13時00分 ～ 13時15分

受 験 上 の 注 意 8 時50分 ～  ９時00分 13時20分 ～ 13時30分

面 接 試 験 ９時00分 ～ 12時00分 13時30分 ～ 　 　 　 　
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６ 　 合 格 発 表

 

　 　 出願先の各校玄関及びホーム ページに合格者の受験番号を 掲示し ま す。（ 午前10時以降）

　 　 ま た、 合格者本人へは簡易書留で合格通知書及び入学確約書を 郵送し ま す。

７ 　 入 学 手 続

　 ⑴　 手 続 期 間

 

　 　 　 締め切り 日必着
4 4

と し ま す。

　 　 　 持参する 場合は、 午前９ 時から 午後５ 時ま でと し ま す。（ ただし 、 土曜日、 日曜日は除く 。）

　 ⑵　 提 出 書 類　 　 入学確約書１ 通

　 ⑶　 提　 出　 先　 　 合格先の各校長

　 合格者のう ち、 入学を 辞退する 者は、 入学辞退届（ 届出様式については各校に問い合わせてく だ

さ い。） によ り 入学手続期間中に合格先の各校長に届け出てく ださ い。

８ 　 再　 受　 験

　 当該年度において再度同一校へ出願する 際は、 推薦入学試験にかかる 入学願書（ 福島県収入証紙

を 貼り つけたも の） 及び返信用封筒（ 切手404円分を 貼り 付けたも の） のみを 提出する こ と によ り 、

推薦入学試験（ 総合型選抜） を 受験する こ と ができ ま す。

９ 　 追　 試　 験

　 令和 5 年11月 7 日㈫実施の推薦入学試験（ 総合型選抜） に限り 、 以下のア～エの正当な事由によ り

受験でき なかった場合において、 別日程で受験を希望する 場合は追試験を実施し ま す。

　 追試験の受験を 希望する該当者は、 出願先の各校に、 推薦入学試験（ 総合型選抜） 当日の午後 5

時までに「 受験番号、 氏名、 受験でき なかっ た事由、 連絡先」 を 電話で申し 出てく ださ い。

　 追試験日程の決定後、日程及び試験当日持参する 証明書類についてお知ら せし ま す。（ 追試験当日

に持参する 証明書類に不備があっ た場合は、 受験でき ない場合があり ま す。）

　 追試験の受験対象と なる事由

ア　 公共交通機関の運休、 遅延によ り 受験ができ なかっ た場合。

イ 　 学校保健安全法で出席の停止が定めら れている 感染症に罹患し 治癒し ていない、 又は当日発

熱がある など 体調不良によ っ て受験でき なかっ た場合。

ウ 　 感染症罹患の疑いにより 保健所等から 外出自粛等の要請がなされており 受験できなかった場合。

エ　 地域を 限定し た災害の発生によ っ て受験でき なかっ た場合。

令和 5 年11月13日㈪

令和 5 年11月14日㈫～11月20日㈪
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Ⅵ　 一般入学試験（ １ 次・ ２ 次・ ３ 次）

　 各校において、 入学予定者数が定員を満たし ていない場合は、 一般入学試験（ １ 次・ ２ 次・ ３ 次）

を 実施し ます。

　 実施については、 各校のホーム ページ等でお知ら せし ま す。

１ 　 募集対象科及び募集人員

　 　 各校のホームページを ご覧になる か、 各校へお問い合わせく ださ い。

２ 　 入学試験日程

　 一般入学試験（ １ 次・ ２ 次・ ３ 次） の出願期間、 試験日、 合格発表日、 入学手続き 期間の日程に

ついては、 ２ ページを参照し てく ださ い。

３ 　 出 願 要 件

　 ⑴又は⑵を 満たす者と し ま す。

⑴　 新規卒業等予定者は、 ア又はイ を 満たすこ と 。

ア　 令和６ 年３ 月ま でに、 学校教育法によ る 高等学校又は中等教育学校を卒業又は卒業見込みの

者。

イ 　 令和６ 年３ 月ま でに、 専修学校の高等課程（ 修業年限が３ 年以上である こ と など 、 文部科学

大臣が定める 基準を 満たすも のに限る 。） で文部科学大臣が別に指定する も のを修了（ 文部科学

大臣が定める 日以後の修了） 又は修了見込みの者。

⑵　 ⑴以外の者。（ 企業等に在職のま ま 入学を 希望する 者を 含む。）

　  　 ただし 、 平成17年４ 月１ 日以前に生ま れた者で、 かつ、 高等学校若し く は中等教育学校を 卒業

し た者又は同等以上の学力を 有する と 認めら れる 者。

４ 　 出 願 手 続

　 ⑴　 出願書類（ ○印は必要な書類を表す｡ ）

新規卒業等予定者
左 記 以 外 の 者

 （ 注６ ）

入学願書（ 様式第１ 号（ その１ ））
（ 福島県収入証紙貼付のこ と ）

○
 （ 注１ 、 注２ 、 注３ ）

○
 （ 注１ 、 注２ 、 注３ ）

調　 査　 書　  （ 進学用） ○

卒業証明書　  （ 最終学校のも の） ○

成績証明書　  （ 最終学校のも の） 　 　 　 　 ○（ 注４ ）

返信用封筒　  （ 切手貼付のこ と ） 　 　 　 　 ○（ 注５ ） 　 　 　 　 ○（ 注５ ）

注１ ） 第２ 希望がある 場合には記載し てく ださ い。 ただし 、 同一校同一課程の場合のみ認

めま す。
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　 ⑵　 出願期間の補足事項（ 日程は２ ページを 参照く ださ い。）

　 　 一般入学試験（ １ 次・ ２ 次・ ３ 次） については、

ア　 受付は午前９ 時から 午後５ 時ま でと し 、 出願最終日は午前９ 時から 正午までと し ま す。

　  （ ただし 、 土曜日、 日曜日は除く 。）

イ 　 郵送によ る 場合は、 簡易書留と し 、 出願最終日の正午までに必着
4 4

と し ま す。

　 ⑶　 出　 願　 先

　 出願者は、 出願先の各校長に出願し てく ださ い。（ 宛先は13ページ参照）

　 ⑷　 受験票の発送

　 受験票は、 簡易書留で出願者あてに発送し ます。

　 ⑸　 受験上特別な配慮（ 車椅子の使用等） を 必要と する 場合は、 事前に御連絡く ださ い。

５ 　 入学者選抜方法

　 ⑴　 試 験 会 場

　 　 　 出願先の各校において実施し ま す。

　 ⑵　 試 験 科 目

　 　 　 筆記試験と 面接試験を 行いま す。

　 　 ア　 筆記試験（ 配点100点）

　 　 イ 　 面接試験（ 配点100点）

注２ ） 入学願書には、 入学検定料と し て、 2, 200円分の「 福島県収入証紙」 を 貼り 付けてく だ

さ い。 ただし 、「 福島県収入証紙」 には消印を し ないでく ださ い。

　 　 　 学費負担者が激じ ん災害に対処する ための特別の財政援助等に関する 法律第２ 条第１ 項

の激じ ん災害（ 入学検定料の納入期限前一年以内に指定さ れたも のに限る 。） によ り 損害を

受けた場合は入学検定料が免除さ れる 場合があり ま すので、 事前に各校にお問い合わせく

ださ い。

注３ ） 入学願書受理後はいかなる 理由があっても 入学検定料は返還し ま せん。

注４ ） 卒業後５ 年以上経過し て取得でき ない場合は、 出願先の各校にお問い合わせく ださ い。

注５ ） 長形３ 号（ 横120×縦235㎜） の封筒に本人の住所、 氏名、 郵便番号、「 簡易書留」 と 記載

の上、 切手404円分（ 簡易書留320円と 郵便料金84円） を 貼り 付けて、 提出し てく ださ い｡

注６ ） 上記「 ３ 　 出願要件⑵」 で、「 高等学校若し く は中等教育学校を 卒業し た者又は同等以

上の学力を 有すると 認めら れる者」 に該当する 場合は、 それを 証明し 、 又は判定する こ と

ができ る 書類も 提出し てく ださ い。

全 科

試 験 科 目 数学（ 数学Ⅰま での基礎）
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　 ⑶　 時　 間　 割

　 ⑷　 受験上の注意事項

ア　 受験票は必ず持参し 、 ８ 時45分ま でに試験会場へ入室し てく ださ い。

イ 　 試験開始時刻20分以内の遅刻に限り 、 受験を 認めま す。

　 　 ただし 、 試験時間は延長し ま せん。

ウ 　 試験場では、 必ず指定さ れた場所に着席し 、 机上に受験票を 提示し てく ださ い。

エ　 解答の記入は鉛筆又はシャ ープペンシルを使用し てく ださ い。

オ　 携行品は、 受験票、 鉛筆又はシャ ープペンシル、 消し ゴム と し 、 それ以外（ 計算機等） は持

ち込ま ないでく ださ い。

カ　 昼食を 持参し てく ださ い。

キ　 上履き を持参し てく ださ い。（ テク ノ アカデミ ー浜職業能力開発校は不要です。）

ク 　 試験中の途中退席は認めま せん。

ケ　 公共交通機関の遅延によ り 受付時間に間に合わない場合は、 受付終了時刻ま でに、 受験校に

遅刻する 旨の連絡を し てく ださ い。 申し 出によ り 、 試験開始時間を 遅ら せる 場合があり ま す。

コ 　 学校保健安全法で出席の停止が定めら れている 感染症に罹患し 治癒し ていない方や当日発熱

がある 方は、 他の受験者への感染の恐れがある ため、 当日の受験を 控えてく ださ い。

６ 　 合格発表方法

　 　 出願先の各校玄関及びホーム ページに合格者の受験番号を 掲示し ま す。（ 午前10時以降）

　 　 ま た、 合格者には、 簡易書留で合格通知書及び入学確約書を郵送し ま す。

７ 　 入 学 手 続

　 ⑴　 手続期間の補足事項（ 日程は２ ページを 参照く ださ い。）

　 　 　 締め切り 日必着
4 4

と し ま す。

　 　 　 持参する 場合は、 午前９ 時から 午後５ 時ま でと し ま す。

　 　 　（ ただし 、 土曜日、 日曜日、 祝日は除く 。）

　 ⑵　 提 出 書 類　 　 入学確約書１ 通

　 ⑶　 提　 出　 先　 　 合格先の各校長

　 合格者のう ち、 入学を 辞退する 者は、 入学辞退届（ 届出様式については各校に問い合わせてく だ

さ い。） によ り 入学手続期間中に合格先の各校長に届け出てく ださ い。

受 付 時 間 8 時30分 ～  8 時45分

受 験 上 の 注 意 8 時50分 ～  ９時00分

筆 記 試 験 ９時00分 ～  ９時45分

面 接 試 験 10時05分 ～ 　 　 　 　
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８ 　 再　 受　 験

　 当該年度において再度同一校へ出願する 際は、 一般入学試験にかかる 入学願書（ 福島県収入証紙

を 貼り つけたも の） 及び返信用封筒（ 切手404円分を 貼り 付けたも の） のみを 提出する こ と によ り 、

一般入学試験（ １ 次・ ２ 次・ ３ 次） を 受験する こ と ができ ま す。

Ⅶ　 情 報 開 示

　 試験の結果は、 個人情報保護法第69条第２ 項第１ 号の規定によ り 、 口頭で開示を請求する こ と が

でき ま す。 ただし 、 電話、 はがき 等によ る 請求では開示でき ま せんので、 受験者本人である こ と を

明ら かにする 書類（ 受験票、 学生証又は免許証等の身分証明書） を 持参の上、 受験者本人が直接開

示を請求し てく ださ い。

Ⅷ　 個人情報の取扱いについて

　 応募に伴い提出さ れた個人情報については、 入学者選考を 目的と し て使用する も のであり 、 それ

以外に使用する こ と はあり ま せん。

　 開 示 内 容 　 　 開 示 期 間 　 　 開 示 場 所 　

推薦入学試験： 面接試験得点

　 　 　 　 　 　 　 総合得点

合格発表の日から １ か月間 受験し た各校一般入学試験： 筆記試験得点

　 　 　 　 　 　 　 面接試験得点

　 　 　 　 　 　 　 総合得点



― 13 ―

Ⅸ　 入学料、 授業料等（ 初年度分）

１ 　 入学料、 授業料

　 　 令和６ 年４ 月予定金額

２ 　 個人用諸経費

　 入学料、 授業料以外に個人用諸経費と し て教科書、 実習衣服、 資格取得受験料、 傷害保険等の経

費が必要と なり ま す。 金額については、 出願する 科によ り 異なり ま す。

　 ま た、 入学後オン ラ イ ン 訓練（ 同時かつ双方向に行われる 通信の方法によ る 訓練） の実施ができ

る 環境（ パソ コ ン・ WEBカメ ラ 等機器、 イ ン タ ーネッ ト 環境） についても 必要と なる 場合があり ま

す。 詳細については各校から お知ら せし ま す。

Ⅹ　 出願先・ 問い合わせ先

　 種 　 別 　 　 金 　 額 　 　 納 入 時 　 　 納 入 方 法 　

入 学 料 　 5,650 円 各校長の定める 日

誓 約 書  （ 第 ２ 号 様 式）  に

「 福島県収入証紙」 を 貼り

付け提出する 。

授 業 料
118,800 円

（ 年　 額）

（ 前期）

 令和 6 年 ４月

（ 後期）

 令和 6 年10月

入学後、 納入通知書によ り

前期（ 59,400円）

後期（ 59,400円）

を 納入する 。

※　 入学料、 授業料の納入及び免除制度等については、 令和６ 年３ 月に実施する 入学説

明会においてお知ら せし ま す。

福島県立テ ク ノ アカ デミ ー郡山（ 職業能力開発校）

　 〒963－8816　 郡山市上野山５ 番地

　 TEL 024－944－1663㈹　 ホームページアド レ ス 　 https://w w w .tck.ac.jp/

福島県立テ ク ノ アカ デミ ー会津（ 職業能力開発校）

　 〒969－3527　 喜多方市塩川町御殿場四丁目16番地

　 TEL 0241－27－3221㈹　 ホームページアド レ ス 　 https://w w w .tc-aizu.ac.jp/

福島県立テ ク ノ アカ デミ ー浜（ 職業能力開発校）

　 〒975－0036　 南相馬市原町区萱浜字巣掛場45番地の112

　 TEL 0244－26－1555㈹　 ホームページアド レ ス 　 https://w w w .tc-ham a.ac.jp/

https://www.tck.ac.jp/
https://www.tc-aizu.ac.jp/
https://www.tc-hama.ac.jp/


切

り

取

ら

な
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こ

と

様式第1号（ その１ ）

月　 　  日　 受付

第  号

受 験 番 号

※ 第  番

令和　 　 　 年　 　 　 月　 　 　 日

福島県立テクノ アカデミ ー（  郡山・ 会津・ 浜 ） 職業能力開発校長 様

  （ フ リ ガナ）

  氏　  名 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　

年　 　 月　 　 日　 生（ 　 　 　 歳）

　 私は、 福島県立テク ノ アカデミ ー （  郡山・ 会津・ 浜 ） 職業能力開発校に入学し たいので、

関係書類を添えて出願し ま す。

現 住 所

郵便番号　 　 　 －

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電話（ 　 　 　 ）　 　  －

保 護 者 氏 名

保 護 者 住 所

郵便番号　 　 　 －

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電話（ 　 　 　 ）　 　  －

入学希望科名等

第１
希望

普通課程 科

第２
希望

有 普通課程 科 無

入 寮 希 望 有　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 無

学　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   歴

年 月 日 学　 　 　 　 校　 　 　 　 名　（ 学　 科）

　 ・ 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 科） 卒業・ 卒業見込み

備 考

入　  学　  願　  書

福　 島　 県　 収　 入　 証　 紙

（ 消印し ないこ と ）

備考　 　 １ 　 こ の願書は普通課程の学生と し て入学し よ う と する 場合に使用する こ と 。
　 　 　 　 ２ 　「 出願先校名」、「 入学希望科名等」 及び「 入寮希望」 の欄は、 該当する も のを ○で囲むこ と 。

能力開発校用

（ 推薦入学試験）

郡山・ 会津・ 浜のいずれかに

○をつけてく ださ い。

希望の有無に〇を
つけてく ださ い。

同一校同一課程の場合
のみ希望でき ます。

保護者または、
親権者につい
て記入し てく
ださ い。

（ 記　 載　 例）

※ こ のスペースに貼り 切れない場合は、 裏面に貼っ てく ださ い。


